
令 和 ４ 年 ２ 月 ７ 日 

世田谷保健所健康企画課 

 

 

健康せたがやプラン（第二次）後期の追補（案）について 

 

 

１ 主  旨 

健康せたがやプラン（第二次）後期（平成２９年度～令和３年度）（以下「後期プラン」

という。）について、計画期間を２年間延長する間の「新しい生活様式」を踏まえた今後

の健康づくりの方向性などを補足した後期プランの追補（案）を取りまとめたので報告

する。 

 

２ 経  緯 

世田谷区では、区民の健康の保持・増進を図るため、平成２４年度から１０年間を計画

期間とする総合保健計画「健康せたがやプラン（第二次）」を策定した。同プランは、計

画期間の中間地点で見直しを行い、平成２９年度から５年間を計画期間とする後期プラ

ンに改定し、この間、区民が生涯にわたり健やかでこころ豊かに暮らすことができる地

域社会の実現を目指して様々な取組みを進めてきた。 

そのような中、令和２年１月の国内初の新型コロナウイルス感染症の感染確認後、区

は陽性者に対する積極的疫学調査や健康観察の実施、自宅療養者支援体制の整備、体調

が悪化した陽性者の入院調整など、様々な新型コロナウイルス感染症対応に地域資源も

活用して取り組んできた。一方、この間、働き方やコミュニケーションのあり方、デジタ

ル化の進展など、「新しい生活様式」への移行が進み、区民の健康づくりに対する意識や

行動にも大きな変化をもたらしている。 

こうした変化への対応と区の喫緊の課題である新型コロナウイルス感染症対策の両立

を図るため、後期プランの計画期間を２年間延長し、その間、「新しい生活様式」を踏ま

えた健康づくりの方向性などを補足した後期プランの追補を行うこととした。 

この度、世田谷区健康づくり推進委員会の意見等を踏まえ、後期プランの追補（案）を

取りまとめた。 

 

３ 後期プランの概要 

  別紙１「健康せたがやプラン（第二次）後期 概要版」のとおり。 

 

４ 追補の内容 

  別紙２「健康せたがやプラン（第二次）後期（追補）（案）」のとおり。 

 

５ 今後のスケジュール（予定） 

  令和４年３月 後期プランの追補策定 
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健康せたがやプラン（第二次）後期　概要版
（平成 29 年度～ 33 年度）
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（世田谷保健所健康企画課）

（広報印刷物登録番号　No.1494）

指標分類 指標 現状値 めざす目標
（平成33年度末）

主観的健康感
○自分の健康に関心がある人 89.1％ 増やす
○自分のことを健康だと思う人 82.4％ 増やす

健康状態

○平均寿命 男性 81.2 歳
女性 87.5 歳 伸ばす

○ 65 歳健康寿命（要支援 1） 男性 81.18 歳
女性 82.27 歳

伸ばす
○　同（要介護 2）【新規】 男性 82.79 歳

女性 85.48 歳

○早世率（65 歳未満で死亡する割合） 男性 12.0 ％
女性 　6.1 ％

減らす
○ 65 歳未満の主な生活習慣病の死亡割合
　（がん・心疾患・脳血管疾患の死亡割合） 59.3％

生活満足度

○世田谷区に愛着を感じている人 84.0％ 増やす
○毎日を健やかに充実して暮らしている人 84.7％ 増やす

○自分と地域の人たちとのつながりが強い
方だと思う人 【新規】

19.8％ 増やす

○施策の評価指標とめざす目標
第二次プランでは、施策ごとに評価指標（区のサービス成果を測る活動指標と、行政活動によ

る区民への効果や効用、目的達成などの成果指標）を設け、施策の達成状況を客観的に評価しま

した。後期プランにおいても、２つの視点をもとに、各施策の評価指標を設定し、評価します。

また、それぞれの評価指標に「めざす目標」を設定し、設定年度を後期プランの最終評価年度で

ある平成 33 年度（予定）とします。これらの指標を活用して、後期プランの評価を行うとともに、

第二次プランの総括を行っていきます。

○後期プラン全体像に対する評価指標と目標
　後期プランの３つの目標（全体像）に対する評価指標として、区民の「主観的健康感」、「健康

状態」や「生活満足度」を視点とする指標とめざす目標を設定しました。めざす目標の設定年度

は、後期プランの最終年度である平成 33 年度末としています。
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１ 健康せたがやプラン（第二次）後期（追補）について 

 

世田谷区では、区民の健康の保持・増進を図るため、平成２４年度から１０年間を計画

期間とする総合保健計画「健康せたがやプラン（第二次）」を策定しました。同プランは、

計画期間の中間地点で見直しを行い、平成２９年度から５年間を計画期間とする「健康せ

たがやプラン（第二次）後期」（以下「後期プラン」という。）に改定し、この間、区民が生

涯にわたり健やかでこころ豊かに暮らすことができる地域社会の実現を目指して様々な取

組みを進めてきました。 

 

そのような中、令和２年１月の国内初の新型コロナウイルス感染症の感染確認後、区は

陽性者に対する積極的疫学調査や健康観察の実施、自宅療養者支援体制の整備、体調が悪

化した陽性者の入院調整など、様々な新型コロナウイルス感染症対応に地域資源も活用し

て取り組んできました。一方、この間、働き方やコミュニケーションのあり方、デジタル

化の進展など、「新しい生活様式」への移行が進み、区民の健康づくりに対する意識や行動

にも大きな変化をもたらしています。 

 

こうした変化への対応と区の喫緊の課題である新型コロナウイルス感染症対策の両立を

図るため、後期プランの計画期間を２年間延長し、その間、「新しい生活様式」を踏まえた

健康づくりの方向性などを補足した後期プランの追補を行うこととしました。 
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２ 追補の内容 

 

（１）計画期間の延長 

後期プランの計画期間を２年間延長して令和５年度までとし、次期「健康せたがや

プラン」は令和６年度を初年度とします。この延長により、次期「健康日本２１」や

次期「東京都健康推進プラン２１」、次期「世田谷区基本計画」と同時期に新たな計

画を開始します。 

後期プランに内包している区の「食育推進計画」及び「母子保健計画」も同様な取

扱いとします。また、後期プランの分野別計画である「世田谷区がん対策推進計画」

も同様に計画期間を２年間延長し、次期「健康せたがやプラン」へ包含します。 

区の自殺対策計画として位置づけた「世田谷区自殺対策基本方針（令和元年１０月

～令和９年３月）」は、次期「健康せたがやプラン」において同基本方針に基づく施

策を反映させるなど、整合を図る予定です。 

 

【参考】各計画の計画期間 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

  

H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

延長
次期計画
開始

延長
次期計画
開始

次期計画
開始

次期計画
開始

次期計画
開始

世田谷区自殺対策基本方針（R元年10月～R8年度）

健康日本21（第二次）

東京都健康推進プラン21（第二次）

世田谷区基本計画

世田谷区新実施計画 世田谷区新実施計画（後期）
世田谷区未来つながる

プラン2022-2023
（実施計画）

健康せたがやプラン（第二次） 健康せたがやプラン（第二次）後期
延長

（後期プランの追補）

世田谷区がん対策推進計画 延長

基
本
方
針
に
基
づ
く

施
策
を
反
映

包
含
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（２）「新しい生活様式」を踏まえた健康づくりの方向性 

区では、新型コロナウイルス感染症対応の経験を踏まえ、様々な状況下においても区

民の健康を保持・増進できる環境づくりの推進や、健康に関する安全・安心の確保に向

けて取り組んでいくため、「新しい生活様式」を踏まえた健康づくりの方向性として、

以下の３つの柱を設定し、目標達成に向けて後期プランをより効果的に推進していく

とともに、次期「健康せたがやプラン」の策定につなげていきます。 

また、コロナ禍で生じた、外出機会減少に伴う運動不足、食生活の乱れや食事の偏り、

メンタルヘルスの不調などの課題に対し、厚生労働省が示す「新・健康生活」（４ペー

ジ参照）なども参考に、区民のこころとからだの健康づくりに取り組んでいきます。 

 

①地域や人とのつながりを通じた健康づくりの推進 

コロナ禍での制限により希薄化した地域における人と人とのつながりを「新しい生

活様式」を踏まえて見つめ直し、そのつながりを区民の健康づくりに活かしていくた

め、これまで培ってきた参加と協働を基に、地域の関係機関や区民団体との連携をさ

らに深めます。 

 

②デジタル技術を活用した健康づくりの推進 

    コロナ禍で導入が加速したデジタル技術を活用し、区民の健康を保持・増進でき

る環境づくりをさらに推進していきます。また、デジタル化の推進に伴い、デジタ

ルデバイド（情報格差）で健康づくりから取り残される人を生まないための対策も

あわせて検討していきます。 

 

③民間事業者等との連携強化による健康づくりの推進 

運動や食育などを通じた生活習慣病対策やこころの健康づくり、各種健診・検診の

データ等を活用した受診勧奨などを着実に推進していくため、民間事業者等が持つネ

ットワークや啓発媒体などを活用し、区民への健康づくりに関する情報発信の機会を

拡充します。  
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【出典】厚生労働省ホームページ 
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（３）施策・事業の追加 

「世田谷区未来つながるプラン 2022-2023（実施計画）」との整合を図りつつ、新型

コロナウイルス感染症対応の経験を踏まえ、令和４・５年度に取り組むべき施策・事業

として、「健康危機管理体制の強化」を追加します。健康危機管理体制の強化に向けた

課題整理を行い、見直しに着手するとともに、平時からの庁内、地域医療を含めた関係

者の連携体制の強化に取り組みます。 

なお、新型コロナウイルス感染症の影響が特に大きいと考えられる「生活習慣病対策

の推進」や「こころの健康づくり」などについては、「新しい生活様式」を踏まえた健

康づくりの方向性に基づき、官民連携など新たな手法を活用し、より効果的な取り組み

を推進していきます。 

施策の内容 主な取組み 担当所管 

健康危機管理体制の強化 

世田谷区健康危機管理連絡会・世田谷区新型インフ

ルエンザ等対策地域医療体制検討部会での検討 

＜主な論点＞ 

○平時・有事双方における全庁の業務体制の整備 

○平時・有事双方における区内医療機関等地域医療

との連携強化 

○感染症（後遺症を含む）に関する情報発信の強化 

世田谷保健所 

 

（４）指標・目標の取扱い 

   既存の指標・目標については据え置き、その達成を目指すこととします。また、既

に目標値を達成している場合は、その維持に努めることとします。 

「（３）施策・事業の追加」とあわせて、「健康危機管理体制の強化」の取組みに対

する成果指標を次のとおり追加します。 

指標 
現状値 

（Ｒ３年度） 

めざす目標 

（Ｒ５年度） 

世田谷区新型インフルエンザ

等対策行動計画改訂 

世田谷区新型インフルエンザ等

対策行動計画（平成２６年４月） 

世田谷区新型インフルエンザ

等対策行動計画改訂 

世田谷区健康危機管理マニュ

アル改訂（中間とりまとめ） 

世田谷区健康危機管理マニュア

ル（平成２３年４月） 

世田谷区健康危機管理マニュ

アル改訂（中間とりまとめ） 

  ※「世田谷区新型インフルエンザ等対策行動計画」及び「世田谷区健康危機管理マニ

ュアル」改訂についての検討は、「世田谷区新型インフルエンザ等対策地域医療体制

検討部会」及び「世田谷区健康危機管理連絡会」において進行管理を行います。  
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３ 計画の評価等 

 

  令和４年度から令和５年度にかけて延長期間も含めた後期プランの取組みや成果の

最終評価を行います。また、次期「健康日本２１」や次期「東京都健康推進プラン２

１」、次期「世田谷区基本計画」の計画の方向性なども踏まえ、令和５年度から次期「健

康せたがやプラン」を策定します。 

 

 

 

 

 

  

令和４年度 

○後期プラン進捗管理 

○後期プラン最終評価 

○次期プラン検討 

令和５年度 

○次期プラン策定 

 

 

令和６年度～ 

○次期プラン開始 
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見やすく読みまちがえにくい 

ユニバーサルデザインフォント 

を採用しています。 
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